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看護部の理念・ビジョン

看護部理念

患者・家族の意思を尊重し、

思いやりの心で看護を提供します

看護本来の役割りを発揮する

ひとり一人の看護職が、知識に裏付けされた

スキルを磨き、成果に結びつける看護を実践する。



看護部の人員体制

看護部：５７０名

看護部有資格者：５４０名

保健師： １名

助産師： ２４名

看護師： ５１１名（学院専任教員除く）

准看護師： ４名

・介護福祉士 ・救急救命士

・歯科衛生士 ・視能訓練士

・ﾍﾙｽｹｱｱｼｽﾀﾝﾄ（看護補助者）
2021年4月1日現在



看護のスペシャリスト

専門看護師

認定看護師 感染管理 皮膚・排泄ケア
集中ケア 救急看護
小児救急看護 新生児集中ケア
慢性心不全看護 緩和ケア
がん化学療法看護 がん性疼痛看護
認知症看護 脳卒中ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護
摂食嚥下障害看護

母性看護

特定行為研修修了看護師



看護部の勤務体制・看護提供方式

２交代制（日勤・夜勤）

日勤 8：30～17：00 夜勤 16：30～9：00（夜勤専従導入）

看護配置

看護提供方式

固定チームナーシング

病棟 7：1 12：1（夜間）

ICU/CCU 2：1

HCU 4：1

NICU 3：1



看護部門

７西病棟（呼吸器内科/消化器内科）
７東病棟（消化器外科/呼吸器外科）

６西病棟（整形外科皮膚科/形成外科）
６東病棟（腎臓内科/腎臓外科/泌尿器科）

５西病棟（小児科/小児外科） NICU
５東病棟（産科/婦人科）

４西病棟（脳神経外科/脳神経内科）
４東病棟（脳神経内科/救急科） HCU

３西病棟（循環器科/心臓血管外科）
ICU・CCU 手術室 中央材料室

血液浄化室 健康管理室
看護部長室 医療安全管理室

ＥＲ 外来 内視鏡室 入退院管理室

訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ/居宅介護支援事業所



部署紹介

患者さんと家族に寄り添い、患者さんが笑顔に
なれることを願いながら、多職種と協同して
チーム医療を推進しています。

手術を受けた患者さんの心身に寄り添い、
無事に退院できるように日々看護を提供
しています。

７西病棟
（呼吸器内科/消化器内科）

７東病棟

（消化器外科/呼吸器外科）



部署紹介

６西病棟
（整形外科/皮膚科/形成外科）

６東病棟

（泌尿器科/腎臓外科/腎臓内科）

急性期から慢性期、若年層から高齢者まで様々な
疾患・外傷の患者様のニーズに合わせて、ADL
の維持・獲得に向けた看護を実践しています。

短期入院で高度な検査や手術を受ける患者様に、
笑顔で分かりやすい説明と確実な技術を提供
することをモットーに取り組んでいます。



部署紹介

主に15歳以下の小児を対象とする病棟ですが、
様々な診療科、全ての年齢の患者さんを対象に、
幅広い看護を提供しています。

５東病棟
（産科/婦人科）

５西病棟
（小児科/小児外科）

周産期医療におけるハイリスク分娩を受け入れ、
婦人科疾患の手術・化学療法をはじめ女性
患者様を対象に看護を行っています。



部署紹介

NICU

早産児や低出生体重児、先天疾患を患った
新生児が昼夜を問わず入院してきます。
赤ちゃんの看護だけでなく、家族の辛さや
喜びを共に分かち合う家族看護を行っています。

HCU

HCUでは重症の患者様にできることを十分に
考え、安全で患者様の心に寄り添う看護の
実践を心がけています。



部署紹介

４東病棟

（救急科/脳神経内科）

4西病棟は日常生活に援助を要する患者さんが
多く入院しています。看護師だけでなく、介護
福祉士・ﾍﾙｽｹｱｱｼｽﾀﾝﾄと協働しながら、その人
のADLとQOLを大切にした看護を行っています。

「患者・家族の思いを聴く」「ADL低下を
予防し安全安楽に」を心がけ、お互いに協力
し合うチームワークを活かした看護を実践
しています。

４西病棟
（脳神経外科/脳神経内科）



部署紹介

心血管センターとして、循環器・心臓血管
外科疾患に対する看護と、患者様に日々
寄り添ったケアを行っています。

手術室は、三次救急病院として重症で高度な
医療を必要とする患者さんに、安心・安全な
手術を提供できるよう、チーム力で手術室
看護を実践しています。

３西病棟
（循環器/心臓血管外科）

手術室



看護部が目指す看護職者像

１．患者・家族の人権を尊重および擁護し、誠実に対応

できる看護職者

２．専門的知識・技術を活用し、根拠に基づき患者の

個別状況に応じた看護を実践できる看護職者

３．医療チームの一員として良好な人間関係を保ち、

多職種と連携をはかりながら専門職としての責務が

果たせる看護職者

４．自ら学び続けるとともに、他者の学びを支援できる

看護職者



当院のキャリア開発ラダー

レベルⅣ

レベルⅢ

レベルⅡ

レベルⅠ

novice

看護実践：基本的な看護技術の提供から専門的および高度な看護を実践する能力
組織的役割遂行：所属部署の看護チームという最少の組織から看護部および病院という組織で

役割を遂行する能力
自己教育と教育的支援：専門職としての能力の維持・向上に向けて自己研鑽できるとともに、

メンバーや看護学生を対象に教育的機能を発揮できる能力
社会情勢の先取りと対応：看護・医療に関する最新の話題や社会情勢の変化に伴う知識・技術

を習得する能力

選択コース

スペシャリスト 看護管理

臨床実践能力

☆プリセプターシステムによるサポート
☆ポートフォリオの活用
☆看護手順や学習ツールとして『ナーシング・
スキル』活用




